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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉
⼤⿊様おこし
グランプリ

他地域の同カテゴリー商品との違いが今⼀つ説明できていない

おこし⾃体、若年層にはなじみが薄く認知拡⼤に課題がある

お⽶の味が感じられ、後味がキャラメル⾵味で好ましい

伝統⾏事と関わりのあるストーリーにも魅⼒を感じる

懐かしい味で⾷べ易く、幅広い年代で愛される商品
素朴でありながら噛み応えも良い
チャック付きスタンドパックは利便性が⾼く、お⼟産にも良い

放射性物質の検査が無い点、衛⽣管理を徹底されたい。
材料の中国産蜂蜜についての説明が必要、安⼼感が求められる

おこしだけでは中⾝についての説明が少し⾜りない様に感じる

ネーミングやパッケージで、地域性が感じられないのが残念
専任の広報担当が居らず、発信の戦略性などに課題を憶える

素材の良さが最⼤限に引き出されている

縦に商品が⼊っているので、取り出しやすい

第92回（2025年10⽉）

6.0%

審査員全員が79点以上の評価を付けました。平均で、92％と⾼い
評価となっています。内訳として、『銀賞」が13％、『⾦賞』が
19％、『グランプリ』が69％という分布となっていてどの項⽬も
⾼評価を得ています。その結果からも商品⾃体の魅⼒が強く感じ
られる事が証明され今回『グランプリ』受賞となりました。また、
アンケート結果からも9割以上の⼈が当該商品に『興味がある』
と答えている事を⾒ても商品への注⽬度は強みと⾔えます。

4.0%

2.0%

8.0%  4.0%
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評

ー 3 ー

⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

全体的に薄茶⾊の⾊合い

透明感は無いが、⾷感の⼼地良さ、
優しさが感じられる

⾷感の良さを感じさせ、⾷欲がそ
そられる

紙製の外装（⼀袋7個）、個体：
重さ6.5ℊ、縦約6㎝、横約2.5㎝

家庭⽤、個⼈⽤などとして重宝す
る使いやすさを感じさせるサイズ

興味、⾷欲がそそられる。⾷べ易
く噛み応えの良い伝統的な和菓⼦

⽇本⼈が懐かしさを感じる味わい
深く好ましい⾷感を提供する

素朴ながらも味わい深く、それを
感じさせる奥⾏きのある⾒た⽬

素材の良さによって⽣まれる膨ら
みのある⾹ばしさ

素材の良さがもたらす⾵味豊かで
安⼼感を感じる落ち着いた感覚

素材のクオリティの⾼さがもたら
す充実感を感じる

素材、商品のクオリティも⾼く、
地域、伝統の深みを感じさせる

当該商品は、全体的に薄茶⾊の⾊合いで、素材のイメージをそのまま想像する事が出来ます。今回、審査
会で⼀瞥しただけでも丁寧に作られている事が伝わってきて、「興味」及び「⾷欲」がそそられ、⾷べる前
から素朴ながら魅⼒を感じる良質な商品だと思いました。⾷感の良さを感じさせる様なシンプルな⾊合いは
⾮常に好ましく、⾷欲を程良く刺激するもので好印象を受けました。紙製の外装は直⽅体の形で、⼤きさは、
縦約16㎝、横約14㎝、重さ52.5ｇ、その中に⼀袋7個（1個縦6㎝、横約2.5㎝、重さ6.5g）の当該商品が⼊っ
ています。匂いは、素材のクオリティの⾼さがもたらす柔らかな匂いでその中に、膨らみのある美味しさが
感じられました。⾒た⽬は素朴ながら味わい深い内容の当該商品に⾷べる前から好感を持ち、ワクワク感や
楽しみが更に増して「早く⾷べたい」そんな思いに⼼が躍りました。⾷前にそんな気持ちを抱かせる商品で
す。そして「おこし」という何処にでもありそうに思わせる商品名にも当該企業の⾃信を感じます。品質、
価格共に納得できる商品だと思います。当該商品「⼤⿊様おこし」は、⽇本⼈に懐かしさ、⾷べ易さを強く
感じさせ、⾷欲をそそる⾒た⽬に嗅覚が程よく刺激され⾷前に「⽢いものは別腹」そんな思いを更に強く抱
かせる⼀品です。



ジャパン・フード・セレクション 審査レポート

美味しさ分析レポート2

⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評

ー 4 ー

酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

酸味は殆ど無く、⽇本⼈として親
しみ易い良質な⼼地よさを感じる
ほのかな苦み、その苦みが全体の
味を引き締めている
さらりとした癖のない、丸みも感
じさせる上品な旨味
ほんのりした円やかで穏やかな印
象、優しい⽢さ
⽢味との円やかな味わい、⾓の取
れた塩味

質の良さを感じる、昔からの安⼼
感のある美味しさが詰まった味

癒される様な懐かしい⾹りが⼝の
中で⽴ち上がる

⾹ばしく懐かしい味わいが⼼地良
く感じられる

⾷感がとても良く、飽きる事無く
⾷べ進められる
軽くて⾹ばしい⾷感、⾷後、キャ
ラメルの⽢さと苦みが⼝中に残る
⻭応え良く⼼地良い若⼲の粘性も
感じられる
⾷べ応えも良く、⻭触りの⼼地良
い⾷感

基本五味の絶妙なハーモニー

特徴が⽣かされ、噛み応えのよさ
も強く感じられる⾷べ⼼地

『おこし』は、地域や店によって様々なバリエーションが存在します。 『おこし』は、各地の名物菓⼦とし
て伝えられ定着し、その定義も時代や地域と共に変化して来ました。当該商品『⼤⿊様おこし』は、⽇本⼈が
地域性での違和感を、若⼲感じながらも、どこか同じ懐かしさを共有できると考える⽇本最古の和菓⼦です。
⽐較的地味で素朴な印象ですが、上品さもあり飽きがこない⾒た⽬も⻑く愛されてきた特徴だと思います。⼿
に取った時の⻨を炒った様な⾹ばしい匂いにワクワクしました。軽くて⾹ばしい⾷感、⾷後に残るキャラメル
味、その程良い⽢さと苦みが感じられ、⼼地良さを実感しました。⾷べ応えも良く、⼿触り、⻭触りの⼼地良
い落ち着いた⼝当たりの⼀品だと思います。基本五味の中、酸味は殆ど無く、⽇本⼈として親しみ易い良質な
⼼地よさを感じる『酸味』、ほのかな苦味、それが全体の味を引き締めている『苦味』、さらりとした癖のな
い、丸みも感じさせる上品な程よく包み込む様な『旨味』、ほんのりした円やかで穏やかな印象の優しい⽢さ
『⽢味』、そして⽢味との円やかな味わい、⾓の取れた『塩味』を実感しました。この五味のバランスの良さ
が居住地域、⽼若男⼥を問わず多くの⼈が『良質さ』そして『好ましいもの、美味しいもの』と感じる理由と
なります。この絶妙なハーモニーが五感を刺激して『美味しさ』へと導きます。すぐにもう⼀つ⾷べたくなる、
特徴が⽣かされ、噛み応えの良さも強く感じられる⾷べ⼼地は、まさに『⼿が⽌まらない味』で⾷中間にヤミ
ツキになりました。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート

ー 5 ー

五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

⾷材の⾷感や余韻が楽しめる味わいに溢れた後味、素材そのも
のの味がしみじみと感じられた

地域や気候に関係せず、殆どの⽇本⼈が好ましく感じる、例え
ば、⾷事時間以外のほっと⼀息つきたい時にも重宝するお⼦様
からお年寄りまで幅広い層に受ける⼀品である

昔から⾷してきた好みの⼀品に安⼼感を強く感じる。安定した
美味しさ、懐かしさや親しみを感じさせてくれる味である

当該商品は、年齢、性別、地域や⽣活様式の違いに関係なく⽇
本⼈に好まれる⼀品で、現代の健康志向を意識した作りになっ
ている事も好ましく感じられる

五味 評点
酸味 1
苦味 2
うま味 4
⽢味 5
塩味 2

広義の味 評点
懐かしい味 5
落ち着く味 4
癖になる味 4
安⼼感のある味 5
素朴な味 4

五感 評点
視覚 4
聴覚 4
触覚 4
味覚 4
嗅覚 3
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

地元産の特別栽培⽶を使い、ふわっと軽やかな⾷感にキャラメルのほろ苦さを重ねることで、和の素朴さと洋菓
⼦の円やかさを融合させた、世代を問わず楽しめる味わいの⼀品です。お⽶の軽いふわっとした⾷感、懐かしさ
を感じさせる味に⼼地良さを感じました。⾹ばしいキャラメル味に新しさを覚え、サクサクとした⾷感も素晴ら
しいです。総じて、懐かしい味。軽い⾷感で⾷べやすく⼦供からお年寄りまで好ましく感じる商品だと思います。
ただ、審査員から、商品は、現在の半分の⼤きさが更に⾷べやすくなるとの意⾒が散⾒されました

「おこし」は、昔から季節を問わず、⽇本⼈の馴染み深い菓⼦として、⼀年中楽しむ事ができ年齢、性別に関
係なくあらゆる世代に愛されてきた商品です。当該企業では⼀つひとつ丁寧に製造されており、「⾃分の家族
に⾷べさせたいものを作る」という思いが従業員全体に共有されている点は素晴らしいです。現在の主⼒購買
層は30代〜40代ですが、健康志向の⾼まり、⼦供への安⼼、安全なおやつ、インバウンドへの需要が⾒込まれ
ます。新たなアプローチが求められますが、それが、今後の顧客層の柱となる可能性を強く感じます。

素朴でありながら、現代でも通⽤する最古の和菓⼦です。30〜40代を中⼼に健康志向や⼦ども向け需要に加え、
インバウンド⼟産としての魅⼒もあり、⽇本の伝統⽂化を背景とする商品は幅広いターゲット層にアプローチ
できる点が強みとなっています。昔から季節や地域を問わず、⽇本⼈が好む和菓⼦として、⼀年中楽しむ事が
でき家族や個⼈⽤としても年齢、性別に関係なくあらゆる世代に愛されてきた⼀品です。総じて、安⼼できる
素材を使⽤した、シンプルでありながら、現代においても通⽤、伸張が期待できる和菓⼦です。

ネーミングは地域⾏事と直結しており、歴史や⽂化背景を強く想起させます。また、保存性の⾼いチャック
付きスタンドパックも利便性が⾼く、⼟産⽤途にも適しています。パッケージのネーミングを敢えてそのま
まの『おこし』としている点も、その⼤きな⽂字が印象的で奇をてらわない商品としての⾃信と受け取り、
お⼟産に買って帰りたくなります。また、シンプルなパッケージも昔ながらの⾵情を醸し出していて中⾝に
興味がそそられるものです。ただ、軽い⾷感などといった独⾃の魅⼒が視覚的に若⼲伝わりにくく感じます。

⽇本最古の菓⼦からの派⽣した商品に強く興味がそそられます。⼤⿊様おこしというブランドはわかりやすいと
思います。地域住⺠の誇りや愛着を育む商品として、社会的意義も有しています。「遊佐のいとなみ」というブ
ランドの第⼀弾商品として、地域⽂化と結びついたストーリー性を持ち、地元発信の誇りや共感を⾼めるブラン
ディング戦略が鮮明に感じられます。⽇本の特定地域での伝統⾏事を背景に構築されている商品として「⼤⿊様
のお歳夜」に基づいたネーミングは、地域性を強く打ち出すと同時に⽂化的背景を伝える⼒がある⼀品です。

品質の良さに加えて、安⼼・安全への様々な取り組みや管理が成されており、保存料、着⾊料を使⽤していない
事も安⼼感を感じさせます。昔からの⾃然素材を⼤切にした、⼈に優しい商品です。地元産の⾷材イメージは悪
くなくトレーサビリティ管理も⾏われており、安定した安全管理が成されていて安⼼感が感じられます。今後、
新たに、放射性物質の検査も導⼊すると更に商品への安⼼感が⾼まると考えます。地元の素材に拘った商品への
評価は⾼く、購買層が求めるアピールとなるので地元素材に拘った印象を更に打ち出した⽅が良いと考えます。
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94%

90%

88%

90%

90%

96%

全要因において、90％以上（平均91.3％）という⾼得点でバラン
スの良い結果となっています。味や⾹りなど五感からなる商品⾃
体の魅⼒を表す『内部的要因』は、味覚や⾷感などで魅⼒を感じ
るものとして94％の⾼い評価となりました。ネーミングやパッ
ケージから構成される『外部的要因』についても90％、市場、ト
レンドから構成される『市場要因』については消費者のニーズに
充分に応えられる商品であるとの認識で88％となっています。そ
して『マネジメント・PR要因』については、今後の宣伝活動の充
実などにより更に市場を⼤きく拡げられる可能性を持つ事への期
待度も⾼く90％の評価となりました。また、『ブランディング要
因』は、独⾃性の⾼い訴求ポイントを有する商品として90％の評
価を獲得、『素材・安全性・その他』については商品の品質の良
さ、その拘りが⼗分に理解され96％と最も⾼い評価となりました

歴史は古く「おこし」とは平安期に、コメや⻨を煎って膨らませ、⼤嘗祭などに供える⾵習があり、こ
の膨らませて興すことからその呼び名ができたと⾔われています。また、「おこし」は、⽇本書紀にも豊
作祈願として神に捧げた品として、⽶を蒸して乾燥させた「糒（ほしいい）」を蜜で固めたものが記録さ
れています。そして、江⼾時代には庶⺠のお菓⼦として親しまれ、各地の名物菓⼦として伝えられ定着し、
現在に⾄っています。当該商品「⼤⿊様おこし」は、⼭形県庄内地⽅にある遊佐町の伝統⾏事で⽣まれた
背景で、遊佐町産の特別栽培⽶を使い、ふわっと軽やかな⾷感にキャラメルのほろ苦さを重ねることで、
和の素朴さと洋菓⼦の華やかさを融合させた、世代を問わず楽しめます。実際に試⾷した時、お⽶の軽い
ふわっとした⾷感、何故か懐かしさを感じさせる味に好ましさを覚えました。⾷べ易さ、⼿軽さが特徴と
なる⽼若男⼥、世代を超えて⼀緒に⾷べられる商品である事も利点です。そして、地元の特別栽培⽶や遺
伝⼦組み換えでない原料を採⽤し、保存料や着⾊料も不使⽤である点は、現代の健康志向に応える安⼼感
も提供しています。また、農薬検査や異物混⼊防⽌体制も整備されています。添加物不使⽤、無着⾊な点
も現在の健康志向の消費者に好ましいものです。更に保存性の⾼いチャック付きスタンドパックは利便性
が⾼く、⼟産⽤途にも適しています。総じて、市場ニーズを把握され、かつ地域の伝統を意識した商品展
開は素晴らしいです。

⼀⽅、購買者の視点から気になったのは、全体として地域⽂化を⾊濃く打ち出す姿勢は⼤変魅⼒的です
が、全国規模での普及においては、当該商品⾃体が特に若年層にはなじみが薄いため、ネーミングの他に、
QRコードから伝統⾏事の説明につながるような補⾜説明があると嬉しいです。また、中国産原料への抵
抗感を持つ消費者に対して安⼼感のアピールとなる説明があると更に安⼼安全に購⼊へとつながると考え
ます。

最後に当該商品「⼤⿊様おこし」の「開発エピソード」や「⽣産までの苦労話」を商品ストーリーと
して購買者に発信することにより更に価値を⾼め差別化を可能とします。「どんな⼈が作っているのか知
りたい」などの購買者の想像⼒を刺激させ「購買者が共感できるポイント」を確⽴することが更なる知名
度アップ及び販売拡⼤への重要なカギとなります。当該商品「⼤⿊様おこし」は、完成度が⾮常に⾼いも
のであり、幅広く周知されている商品です。これからも商品の持つ更なる可能性の向上を期待しています。
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